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内
排
水
路
の
事
故
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
及
び
小
中
学
校
の

施
設
環
境
整
備
と
し
て
学
校
施
設
の

修
繕
や
消
防
設
備
の
改
修
、
安
心
・

安
全
な
給
食
環
境
整
備
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
お
よ
び
沖
縄
振
興
計
画
が
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄

の
将
来
を
左
右
す
る
転
機
の
年
で
あ

り
ま
す
。

　

沖
縄
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
主
体

の
振
興
計
画
か
ら
県
主
体
の
「
沖
縄

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、「
こ

れ
か
ら
の
沖
縄
振
興
の
た
め
の
制
度

提
言
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

沖
縄
が
地
理
的
優
位
性
を
発
揮
し
、

ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
な
発
展
を

沖
縄
経
済
に
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
住
民
は
、
自
ら
暮
ら
す
地
域

の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
と
選
択

に
責
任
を
負
う
」
と
い
う
地
域
主
権

の
理
念
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
そ
の
重
要
性
は
一
層
増
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
は
、
興
南
高
校
の
甲

子
園
春
夏
連
覇
と
Ｈ
Ｙ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
へ
の
出
場
、
ま
た
、
７
月

に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
「
美
ら
島
沖
縄
総
体
」
で
は
、
相
撲
競
技

の
団
体
の
部
で
中
部
農
林
高
等
学
校
が
見
事

準
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、
市
民
に
喜
び

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題

で
は
、
本
市
勝
連
沖
へ
の
移
設
反
対
を
は
じ

め
、
４
月
に
開
催
さ
れ
た
「
米
軍
普
天
間
飛

行
場
の
県
外
・
国
外
移
設
を
求
め
る
県
民
大

会
」
に
お
い
て
は
、
大
勢
の
市
民
が
共
に
参

加
し
、
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄
の
実
現
に

向
け
、
そ
の
思
い
を
国
内
外
へ
発
信
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
米
チ
リ
地
震
に
伴
う
太
平
洋
沿

岸
へ
の
津
波
警
報
や
10
月
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
事
故
は
、
身
近
な
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
性
を
強
く
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
組
織
や
関
係
団
体
、

民
間
事
業
者
、
そ
し
て
市
議
会
な
ど
多
く
の

方
々
の
連
携
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
度
も
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
全
力

で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
23
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

う
る
ま
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
、

ま
た
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成
を
基
本

に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る

べ
く
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

４
３
２
億
５
，１
６
８
万
１
千
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
０
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保

険
が
１
７
０
億
６
，７
０
８
万
３
千
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
が
７
億
４
，５
４
２
万
９
千
円
、

介
護
保
険
が
76
億
２
，０
９
５
万
円
、
公
共
下

水
道
事
業
が
22
億
１
，６
９
１
万
４
千
円
、
農

業
集
落
排
水
事
業
が
１
，６
８
４
万
７
千
円

で
、
公
営
企
業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、

33
億
６
，８
８
７
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
７
４
２
億
８
，７
７
７
万
９
千
円

で
あ
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
平
成
23
年
度
主
要
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

 
第
１ 

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基
盤
と

環
境
を
育
て
ま
す

　

島
し
ょ
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
農

水
産
業
振
興
や
、
道
路
・
排
水
路
及
び
水
道

な
ど
の
生
活
基
盤
、
ま
た
防
災
対
策
な
ど
の

基
盤
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
、
住
民
生
活
の
基
盤
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

島
し
ょ
地
域
に
は
多
く
の
宝
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
宝
と
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
、

歴
史
と
伝
統
文
化
に
彩
ら
れ
た
島
の
生
活
風

景
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
宝
は
、
滞
在
・

体
験
・
交
流
型
観
光
で
求
め
ら
れ
て
い
る
要

素
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
に
お
い
て
、

島
し
ょ
地
域
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
も

連
携
を
図
り
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
東
海
岸
開
発
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
し
て
い
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

23
年
度
は
事
業
化
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
勝
連
２
─
52
号
線
ほ

か
10
路
線
の
継
続
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
規
事
業
と
し
て
与
那
城
16
号
線
道
路
整
備

事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
計
画
的
な
道
路
橋

の
維
持
管
理
の
た
め
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
、
主
要
道
路
網
や
生
活
道

路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
事
業
の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、

整
備
促
進
を
要
請
し
ま
す
。

　

街
路
に
つ
い
て
は
、
石
川
西
線
、
安
慶
名

３
区
線
及
び
４
区
線
、
兼
箇
段
高
江
州
線
の

各
道
路
改
築
事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
安
定
稼
働
に
努
め
る
と
と
も
に
、

行
政
情
報
化
に
つ
い
て
は
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２.

平
成
23
年
度
の
予
算
規
模

３.

主
要
事
業
の
概
要


